


講師ご紹介・講演概要 

小川力也 氏（大阪府立西野田工科高等学） 

 

淀川区民センター 
セブンイレブン

淀川区民センター 大ホール 
電話：０６-６３０４-９１２０ 

住所：大阪市淀川区野中南２丁目１－５ 

阪急十三駅西口改札から徒歩約 8 分 

会場案内図 

講師紹介 
講演１：小川力也 氏（大阪府立西野田工科高等学校） 

①プロフィール 
・昭和３７(１９６２)年大阪市生まれ、４９歳 

・大阪府立西野田工科高校理科教諭、希少野生動植物種保存推進員（環境省）、淀川環境委員会委員（国 

交省）、淀川イタセンパラ検討会座長（国交省）、淀川水系イタセンパラ研究会会長 

・１９８３年に大阪教育大学動物生態学研究室でイタセンパラに出会って以来その魅力にとりつかれ，夜間高校 

教師の傍ら研究を続ける。国土交通省や環境省などとともに，淀川水系の環境保全や野生絶滅の危機にある 

イタセンパラの保護増殖に力を注ぐ 
  

②講演概要・活動経歴 

演題：「国の天然記念物イタセンパラを育んだ淀川」 
２００６年、「淀川のシンボルフィッシュ」と呼ばれたイタセンパラ（国の天然記念物、国内希少野生動植物種）が淀川から姿を消し

た。淡水魚類５０種以上という全国屈指の豊かな魚類相を誇った淀川は、現在その象徴とともに多くの魚種を失うという危機的な状

況にある。 

かつての淀川は、巨
お

椋
ぐら

池
いけ

や河内湖などの広大な遊水池や氾濫原を有し、イタセンパラなどの魚類はその特有の河川環境のなか

で育まれてきた。また淀川の流域は有史以来わが国の人口がもっとも集中した地域であり、われわれ人間も淀川がもたらす肥沃な

大地に恩恵を受けてきた。 

また、淀川流域での人間の生活は、たびたび洪水や渇水に脅かされ，時の為政者は治水や利水に力を注いだ。明治から昭和初

期にかけて行われた水制工事は、期せずしてイタセンパラなど淀川の魚類にとって良質な生息環境「ワンドやタマリ」を誕生させた。

一方、１９７０年から１９９０年代半ばに行われた河道改修は「ワンド・タマリ」を激減させ、残存した「ワンド・タマリ」は、外来魚類や外

来植物が優占する異質なものに変貌してしまった。 

現在、イタセンパラが象徴した淀川本来の生態系を復活させるプロジェクトが、国土交通省淀川河川事務所を中心に進められてい

る。これを成功させるためには、人間と河川の関わり方について、今一度考える必要がある。今回の講演では、イタセンパラの珍しい

生態を紹介しながら、それを通して人間と河川との関わり方について、講演会参加者とともに考えていく。 

講演２：河合典彦 氏（大阪市立大桐中学校） 

①プロフィール 
・昭和３１(１９５６)年、大阪市生まれ、５５歳 

・大阪市立大桐（だいどう）中学校理科教諭、淀川環境委員会水域環境部会長（国土交通省淀川河川事 

務所）、淀川管内河川レンジャー福島・毛馬管内運営会議代表（同）、河川水辺の国勢調査アドバイザー 

（国土交通省近畿地方整備局）、希少野生動植物種保存推進員（環境省）、一般社団法人水生生物保全 

協会監事、淀川水系イタセンパラ研究会役員、大阪市中学校教育研究会理科部専門委員、大阪府中学校 

理科教育研究会理事 など 

・著書は『名まえしらべ 川や池の魚』保育社（共著）、『とりもどせ！琵琶湖・淀川の原風景―水辺の生物多様性保全に向けて―』サン

ライズ出版、『絶体絶命の淡水魚イタセンパラ―希少種と川の再生に向けて―』日本魚類学会自然保護委員会編、東海大学出版会

（分担執筆）など 
 

②講演概要・活動経歴 

演題：淀川の汽水環境１００年の歴史 
縄文時代の中期（5500 年前頃）以降，河内湾－河内潟－河内湖へと変貌を遂げてきた大阪平野の基盤は，その大部分が低

湿地であり，淀川などの氾濫によってたびたび洪水に悩まされてきました。１８８５（明治１８）年には淀川で未曾有の大

洪水が発生し，大阪市内の大半が水没するなど，淀川の沿川に甚大な被害が出ました。これを機運に１８０６（明治２９）

年から１４年の歳月を費やして１９１０（明治４３）に竣工したのが「淀川改良工事」です。現在の毛馬から下流，大阪湾

までの約１０km の直線的な幅の広い淀川（新淀川）はこの工事によって誕生した新しい人工の河川なのです。著しい治水効

果が大阪の発展をもたらしたことは言うまでもありませんが，この１００年の歴史の中で形成された干潟やヨシ原に代表さ

れる淀川の汽水環境は，大都会の中の異質な景観と多くのさまざまな生きものたちの生息空間を提供しています。講演では，

これらの淀川下流域の歴史や自然再生，そして，そこにすむさまざまな生きもたちの現状についてお話しいたします。 




